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日々動的に変化するWeb上に存在するテキストから、述語項構造に着目した情報抽出を行うことで、雑談的な対
話を生成する手法を提案する。対話の生成に情報抽出の枠組みを利用することで、「ユーザが何を知りたいか、何に興
味を持っているか」に適合する情報を、より自然な形でユーザに提供することを目指す。具体的には、ユーザの知り
たい情報が述語項構造に現れると考えて、それを解析することによって、ユーザの質問に回答したり、適合するもの
がなくても関連する情報を推薦する形で提供する。

1 はじめに

近年、Web上の情報の爆発的な増加により、多くの知
識や情報がWeb 上に集積しており、それに伴い情報の
検索、収集におけるWeb の比重が高まっている。ただ
し、全ての情報要求が現状のキーワード型検索に適して
いるわけではなく、ユーザは漠然とした要求しか持たな
い場合も多い。そこで、ユーザの意図・嗜好を対話的に
明確にしていくシステム（情報コンシェルジェ）の研究
[6]が行われている。この場合、対話システムの目的は情
報検索のようなタスク達成ではなく、自然に雑談をしな
がら興味があることを知ることができる、ということに
ある。
従来実用化されてきた音声対話システムは、フライト

情報案内 [1, 4]やバスの運行情報案内 [3]のように、特定
のタスク遂行を目指し、関係データベース検索を扱った
ものであった。これらの枠組みは、目的が明確である反
面、データベースを定義する必要があり、構造化されて
いない大規模なWeb データへの適用は難しい。それに
対して、一般的な文書検索を対話的に行うシステムの研
究 [9] も行われてきたが、既存の文書検索や質問応答シ
ステムのフロントエンドと位置づけられ、入力中のキー
ワードとその係り受け関係に着目しているものの、深い
言語的解析や対話処理を伴わないものであった。その結
果、対話中の文脈やユーザの意図に合わない不自然な応
答が生成されることがあった。
また、情報コンシェルジェにおいてはユーザに対して

情報推薦を行う機能が重要である。先行研究 [8] では、
文書の中から特徴的な文章を抽出し提示していたが、必
ずしも文脈やユーザの意図に沿っているとは限らなかっ
た。これに対して本研究では、述語項構造の形で情報抽
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1 2 3 4 5 6以上 用言格＋用言 システムユーザー 大規模な
Webリソース質問・検索応答 ＋ 情報推薦 検索必要な情報の抽出

システムの応答ユーザーの状態
Webテキスト質問 内部処理無音

述語項構造解析質問応答情報推薦
ユーザーモデル

話し言葉処理
抽出情報 検索 対話管理

ユーザ システム バックエンド利用する情報
述語項構造解析抽出情報情報抽出述語項構造解析質問応答情報推薦 ユーザモデル応答質問無音

Webテキスト
ユーザの質問に合致する情報がないユーザの質問に合致する情報があるユーザ主導による検索・質問応答 ユーザの質問に近い内容の検索システムによる情報推薦 ユーザの質問無音区間の検出 ユーザモデル 能見 が 完投した鳥谷 がががが 本塁打 を 打った打った打った打った越智 が 打たれた阿部 が 本塁打 を 打ったシステムの抽出情報

「金本 が 打った」なし「が 打った」「鳥谷 が 本塁打 を 打った」
システムの内部処理ユーザとシステムのやりとり

User: 今日は金本は打ちましたか？
System: 金本は打っていませんが、鳥谷が本塁打を打ちました。述語項構造解析 一致検索部分一致検索

図 1 システムの概要

出を行うことで、Web 文書から的確な応答生成や情報
推薦を行うことを目指す。さらに、ユーザとのインタラ
クションを利用したユーザモデルを定義することにより
自然な情報推薦を行う。これによって、日々変化してい
くWeb コンテンツから、自然な対話を生成することを
目指す。

2 システムの概要

まず、本研究で提案する対話システムの概要について
説明する。本システムは、Webに存在するWikipedia、
ニュースサイトなどの情報を利用して、ユーザの質問に
答えながら対話を行うシステムである。今回は、プロ野
球を主に扱うドメインとし、毎日新聞社のニュースサイ
トと Wikipedia のプロ野球関連記事を利用した。他の
ドメインにも順次拡張していく予定である。
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1 2 3 4 5 6以上 用言格＋用言 システムユーザー 大規模な
Webリソース質問・検索応答 ＋ 情報推薦 検索必要な情報の抽出

システムの応答ユーザーの状態
Webテキスト質問 内部処理無音

述語項構造解析質問応答情報推薦
ユーザーモデル

話し言葉処理
抽出情報 検索 対話管理

ユーザ システム バックエンド利用する情報
述語項構造解析抽出情報情報抽出述語項構造解析質問応答情報推薦 ユーザモデル応答質問無音

Webテキスト
ユーザの質問に合致する情報がないユーザの質問に合致する情報があるユーザ主導による検索・質問応答 ユーザの質問に近い内容の提示システムによる情報推薦 ユーザの質問無音区間の検出 ユーザモデル 能見 が 完投した鳥谷 がががが 本塁打 を 打った打った打った打った越智 が 打たれた阿部 が 本塁打 を 打ったシステムの抽出情報

「金本 が 打った」なし「が 打った」「鳥谷 が 本塁打 を 打った」
システムの内部処理ユーザとシステムのやりとり

User: 今日は金本は打ちましたか？
System: 金本は打っていませんが、鳥谷が本塁打を打ちました。述語項構造解析 一致検索部分一致検索

図 2 本システムの対話戦略

2.1 対話システムの概要

本システムの概要を図 1に示す。システムはあらかじ
めWeb から得たテキストを述語項構造解析し、情報抽
出を行う。ユーザの質問に対しても同様に解析を行い、
バックエンドで抽出された情報に対して、検索を行う。
その結果、合致する情報があった場合は、該当部分の元
テキストを基に応答を生成する。ユーザの質問に完全に
合致する情報がなくても、「わかりません」と答えるので
はなく、部分マッチングとユーザモデルを用いて質問の
内容に近い情報推薦を行う。

2.2 対話戦略

本システムの対話戦略を図 2に示す。ユーザからシス
テムに対して質問があったとき、合致する情報があれば、
その情報による応答を行う。完全に合致する情報がない
場合、ユーザの質問に近い内容の検索を行い、その情報
を提示する。例えば、図 3の「今日は金本は打ちました
か？」のようなユーザ発話がなされた場合、システムは
ユーザが意図する「金本が打ったかどうか」という質問
に対する答えを持っていない。この場合、従来の検索型
のシステムでは「情報がありません」「わかりません」の
ように答えるしかなかったが、述語項構造を用いた抽出
情報の部分的なマッチングによって、「が　打った」に該
当する情報をみつけて、その情報を提示する。これによ
り、ユーザとシステムの間の聞き返し、不自然な間がな
くなり、情報を得るためのやりとりを増やすことができ
る。対話をしていく中で、ユーザもシステムも一定時間
発話しない無音時間が検出されると、その直前に行った
対話の内容を元に、情報推薦を行う。この結果、雑談的
な対話を生成できることを期待している。
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Webリソース質問・検索応答 ＋ 情報推薦 検索必要な情報の抽出

システムの応答ユーザーの状態
Webテキスト質問 内部処理無音

述語項構造解析質問応答情報推薦
ユーザーモデル

話し言葉処理
抽出情報 検索 対話管理

ユーザ システム バックエンド利用する情報
述語項構造解析

Webテキスト抽出情報情報抽出述語項構造解析質問応答情報推薦 ユーザモデル応答質問無音

ユーザの質問に合致する情報がないユーザの質問に合致する情報があるユーザ主導による検索・質問応答 ユーザの質問に近い内容の検索システムによる情報推薦 ユーザの質問無音区間の検出 ユーザモデル 能見 が 完投した鳥谷 がががが 本塁打 を 打った打った打った打った越智 が 打たれた阿部 が 本塁打 を 打ったシステムの抽出情報
「金本 が 打った」なし「が 打った」「鳥谷 が 本塁打 を 打った」

システムの内部処理ユーザとシステムのやりとり
User: 今日は金本は打ちましたか？
System: 金本は打っていませんが、鳥谷が本塁打を打ちました。述語項構造解析 一致検索部分一致検索

図 3 述語項構造の部分一致に基づく情報推薦

3 述語項構造の利用

3.1 述語項構造

文書中から情報を抽出し、対話の応答生成に利用する
ために述語項構造を用いた。述語項構造は

要素-格　用言

の形で文の意味を表現するもので

能見-が　抑えた (ガ格)
福原-を　打った (ヲ格)

のような例が挙げられる。述語項構造の利用は、自然言
語理解において古くから行われてきたが、近年は、日本
語における統計的な解析 [2, 5] も活発に行われている。
本研究ではこの中で、要素を除いた格＋用言の形に着
目した。文書検索において一致するキーワードがなくて
も、格＋用言の一致を探すことによって意味的に近い記
事を検索し、提示する。すなわち、要素以外の部分一致
検索に基づいて、図 3 のような対話例を実現する。ま
た、図 3に示されている

「鳥谷-が　本塁打-を　打った」

のように、複数の格＋用言のパターンを持つ文の場合は、
部分的にマッチしたものも推薦できるように

「鳥谷-が　打った」
「本塁打-を　打った」

のようにそれぞれの格＋用言のパターンを取り出したも
のも保持しておく。
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1 2 3 4 5 6以上 用言格＋用言 システムユーザー 大規模な
Webリソース質問・検索応答 ＋ 情報推薦 検索必要な情報の抽出

システムの応答ユーザーの状態
Webテキスト質問 内部処理無音

述語項構造解析質問応答情報推薦
ユーザーモデル

話し言葉処理
抽出情報 検索 質問無音ユーザーの状態

情報推薦質問応答システムの応答
応答

内部処理
述語項構造解析

ユーザーモデル該当する情報を検索 抽出情報
Webテキスト推薦する情報を検索元のテキストから応答を生成
利用する情報ない ある

対話管理部
対話管理部

ユーザの質問に合致する情報がないユーザの質問に合致する情報がある無音区間の検出 ユーザーの発話ユーザー主導による検索・質問応答 ユーザーの質問に近い内容の検索システムによる情報推薦 ユーザーの質問無音区間の検出
User: 今日の野球の結果を教えて。
Sys: 中日がヤクルトに３－２で勝ち、１勝１敗としました。
User: 誰が勝ったの？
Sys： 中日は好投の吉見から浅尾、岩瀬と継投し、ヤクルト打線を抑え、逃げ切りました。（無音）
Sys: 吉見が今年タイトルを取ったのは知っていますか？
User: 知らない。
Sys: 吉見はセ・リーグの最多勝を取りました。
User: パ・リーグは誰が取ったの？

…

User: 今日は楽天はどうだったの？
Sys: 楽天が田中の好投で４－１とソフトバンクを破り、２連勝で第２ステージ進出しました。
User: 鉄平は打ったの？
Sys： 鉄平は打っていませんが、四回、１死一塁からのランエンドヒットで好機を広げ、２死一、三塁から中村真の左前適時打で先制しました。
User: へー。他には？
Sys: 五回には２四球の走者を置いて山崎武が２試合連続の本塁打を放ちました。

…

図 4 カバレージ

3.2 情報抽出のためのフィルタリング

新聞記事テキストに対して、KNP*1を用いて述語項構
造解析を行い

要素-格　用言

の形で情報を抽出し保持する。この述語項構造解析の精
度は、後述のテストセットに対して 89.3％であった。質
問応答や情報推薦においては、解析誤りの悪影響や、ド
メインと無関係の情報を除く必要がある。また、野球の
ドメインにおける「放つ」と「打つ」のように、同じ意
味を持つ用言などに対応する必要がある。そこで、ドメ
インの知識に基づいて有意味な格-用言パターンを抽出
(フィルタリング)すると同時に、同意表現の関連付けを
行った。今回この作業を人手で行ったが、半自動化は今
後の課題である。
毎日新聞記事データベース (CD-毎日新聞 2008 デー

タ集)から、プロ野球に関連する記事 728記事 (9910文)
を解析した。この結果、34228個、12106通りの格＋用
言の組み合わせ、5855 通りの用言が抽出された。それ
からフィルタリング処理を行い、用言単位で約 2000 個
となった。

3.3 カバレージ

毎日新聞社の webサイト*2から取得した 2009年度ク
ライマックスシリーズの新聞記事 309文をテストセット
として評価を行った。
テストセットに出現する動詞、述語項（格＋用言）の

頻度ごとにカバレージを計算した。この結果 (図 4) か
ら、２回以上出現するような表現は上記のようなパター
ン辞書を作ることで 85 ％以上カバーできるものの、カ
バーできないものも多く存在することも確認された。全
体の用言のカバレージは 75.2 ％、格＋用言のカバレー
ジは 63.7％である。

4 ユーザモデルの定義

ユーザの意図や嗜好に沿った応答を生成する上で、
ユーザモデルが有効である [7]。例えば、野球ドメイン
において、嗜好は応援しているチームや選手にあると考
えられる。そこで、チームと、打者・投手の区別に関し
て、モデル化した。各球団と関連付けるキーワードは、
選手名鑑、Wikipedia から作成した。ただし、チーム、
打者・投手の区別以外にも様々なモデル化をする必要が
あり、今後の課題といえる。

5 対話例

提案するシステムによる対話例を示す。
ユーザの質問に合致する回答がある場合の対話例を図

5に示す。最初のユーザの２つの質問に関しては該当す
る記事から応答を生成し、ユーザが話さなくなったとこ
ろで無音を検出して情報推薦モードに入っている。
ユーザの質問に合致する回答がない場合の対話例を図

6に示す。元の記事にユーザの質問に完全一致する情報
はなかったが、このユーザの興味が楽天の打者にあるこ
とを推測し、楽天の打者に関連する情報を探して、その
情報を提示することで対話を生成している。

6 おわりに

Web上のテキストから、雑談的な対話を生成するシス
テムを提案した。述語項構造解析を用いた情報抽出に基
づいて頑健なマッチングを行うことで、質問応答や情報
推薦を行った。これによって、ユーザの質問に合致した
回答がなくても、ユーザの関心や焦点に沿った対話を行
うことができるようになった。今後の課題としては、シ
ステムの評価を行うことと、他のドメインに対する適用
を行い、汎用性を示すことが挙げられる。

*1 http://nlp.kuee.kyoto-u.ac.jp/nl-resource/knp.html
*2 http://mainichi.jp/
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ユーザー システム 能見 が 完投した鳥谷 がががが 打った打った打った打った越智 が 打たれた持っている情報今日は金本は打ちましたか？金本は打っていませんが鳥谷が適時打を打ちました。金本はないが、格構造が一致する情報がある！ システムユーザー 大規模な
Webリソース質問・検索応答 ＋ 情報推薦 検索必要な情報の抽出

システムユーザー ユーザーの質問システムの応答
+情報推薦 対話管理部システム主導による情報提示

(Push mode)

ユーザー主導による検索・質問応答
(Pull mode)

ユーザの質問無音区間の検出 対話管理部ユーザーの質問に近い内容の検索 システムによる情報推薦 ユーザー主導による検索・質問応答ユーザの質問に合致する情報がない ユーザの質問に合致する情報がある無音区間の検出 無音区間の検出ユーザの質問
User: 今日の野球の結果を教えて。
Sys: 中日がヤクルトに３－２で勝ち、１勝１敗としました。
User: 誰が勝ったの？
Sys： 中日は好投の吉見から浅尾、岩瀬と継投し、ヤクルト打線を抑え、逃げ切りました。（無音）
Sys: 吉見が今年タイトルを取ったのは知っていますか？
User: 知らない。
Sys: 吉見はセ・リーグの最多勝を取りました。
User: パ・リーグは誰が取ったの？

…

User: 今日は楽天はどうだったの？
Sys: 楽天が田中の好投で４－１とソフトバンクを破り、２連勝で第２ステージ進出しました。
User: 鉄平は打ったの？
Sys： 鉄平は打っていませんが、四回、１死一塁からのランエンドヒットで好機を広げ、２死一、三塁から中村真の左前適時打で先制しました。
User: へー。他には？
Sys: 五回には２四球の走者を置いて山崎武が２試合連続の本塁打を放ちました。

…

図 5 ユーザの質問に合致する回答がある場合

2010/1/6

1

ユーザー システム 能見 が 完投した鳥谷 がががが 打った打った打った打った越智 が 打たれた持っている情報今日は金本は打ちましたか？金本は打っていませんが鳥谷が適時打を打ちました。金本はないが、格構造が一致する情報がある！ システムユーザー 大規模な
Webリソース質問・検索応答 ＋ 情報推薦 検索必要な情報の抽出

システムユーザー ユーザーの質問システムの応答
+情報推薦 対話管理部システム主導による情報提示

(Push mode)

ユーザー主導による検索・質問応答
(Pull mode)

ユーザの質問無音区間の検出 対話管理部ユーザーの質問に近い内容の検索 システムによる情報推薦 ユーザー主導による検索・質問応答ユーザの質問に合致する情報がない ユーザの質問に合致する情報がある無音区間の検出 無音区間の検出ユーザの質問
User: 今日の野球の結果を教えて。
Sys: 中日がヤクルトに３－２で勝ち、１勝１敗としました。
User: 誰が勝ったの？
Sys： 中日は好投の吉見から浅尾、岩瀬と継投し、ヤクルト打線を抑え、逃げ切りました。（無音）
Sys: 吉見が今年タイトルを取ったのは知っていますか？
User: 知らない。
Sys: 吉見はセ・リーグの最多勝を取りました。
User: パ・リーグは誰が取ったの？

…

User: 今日は楽天はどうだったの？
Sys: 楽天が田中の好投で４－１とソフトバンクを破り、２連勝で第２ステージ進出しました。
User: 鉄平は打ったの？
Sys： 鉄平は打っていませんが、四回、１死一塁からのランエンドヒットで好機を広げ、２死一、三塁から中村真の左前適時打で先制しました。
User: へー。他には？
Sys: 五回には２四球の走者を置いて山崎武が２試合連続の本塁打を放ちました。

…

図 6 ユーザの質問に合致する回答がない場合
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